
 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健環境研究所では、食品添加物の使用基準並びに使用表示が適正かを確認するため、県内の保健

所で収去された食品について、保存料、甘味料、着色料、発色剤、漂白剤及び酸化防止剤等の検査を

実施しています（表 1）。    

検査の結果違反が判明した場合は、保健所により食品製造施設等の調査、指導が実施され、場合に

よっては食品の回収命令等の措置が取られます。また、違反ではないものの、使用基準の 9 割を超過

して添加物が検出された場合や、添

加物の使用表示が無い食品から添加

物が検出された場合等には、違反防

止の観点から情報提供を行ったり、

食品表示のルールにかなったもので

あるか調査が実施されたりしていま

す。 

今回は、私たちの身近にある食品

添加物についてお話します。 

 

 

 

 人々は昔から、食べ物の保存や加工に様々な工夫をしてきました。たとえば、食べ物を長持ちさせ

るため、“くんせい”や“塩漬け”にしました。また、シソの葉で梅干を赤くしたり、サフランでお米

を黄色く染めたりもしてきました。 

このように、食べ物を作ったり、加工したり、

保存するときに使う保存料及び着色料等をまとめ

て食品添加物といい、安全性と有効性を確認して

厚生労働大臣が指定した「指定添加物」のほか、

「既存添加物」、「天然香料」、「一般飲食物添加物」

に分類されます（図１）。 

食品に使用した添加物は、原則として、すべて

表示しなくてはなりません。また、保存料、甘味

料、着色料等の用途で使用したものについては、

その用途名を併記することも定められており（図

２）、これに合致しないものの販売等は禁止されて

います。  

 

わが国では、動物を用いた毒性試験等で得られたデータをもとに、

人の健康に悪影響がないとされる「一日摂取許容量（ADI）」が添加物

ごとに設定されています。厚生労働省は ADI を超えることがないよう

に食品ごとに添加物使用基準を定め、定期的に国民一人当たりの添加

物摂取量の調査を行うことで食品添加物の安全性を確保しています。 
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そうざいから表示にない保存料が検出された事例 

 過去に当所で実施した検査により発覚した違反事例の一つに、そうざいから使用表示に

記載されていないソルビン酸が検出されるという事例がありました。保存料として使用さ

れることの多いソルビン酸ですが、そうざいには使用が認められていません。しかし、最

終製品ではソルビン酸の使用が認められていないものの、原材料にソルビン酸の使用が認

められている食品を使っている場合もあり、この事例も原材料のみそに由来するソルビン

酸が検出されたケースでした。  

原材料に使用されていても、最終製品中に添加物としての効果がないほどごく少量持ち

越される場合には「キャリーオーバー」と呼ばれ、表示が免除されますが、このそうざい

では高濃度で検出されていたため、製造者に対し適正に表示するよう指導が行われました。 

 

菓子から表示にない着色料が検出された事例 

茶色のチョコレートから表示にない黄色と青色の着色料が検出された事例がありました。この事例

ではチョコレートの製造過程においても、原材料にも、着色料の使用はありませんでしたが、調査の

結果、同じ製造ライン上で作られる別の製品に、検出された着色料が使用されていることが判明しま

した。製造ラインの切り替え時の洗浄不足により、残った着色料が混入してしまったものと推定され

ました。このように本来混入することのない物質が意図せず混入してしまうことをコンタミネーショ

ンといいます。 

 この菓子は輸入食品であったため輸入者に対し指導が行われ、製造者との協議のもと洗浄の徹底や

品質管理などに改善策が講じられました。 

 

保健環境研究所では、県内に流通する食品について添加物の検査・研究を実施し、食品添加物の適

正な使用の監視指導に寄与しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（執筆担当：食品安全検査センター） 
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親子で学ぶ食品安全セミナーの参加者をお迎えしました！ 

編集・発行 

岐阜県における違反・指導等事例 

7 月 29 日及び 8 月 1 日に「親子で学ぶ食品安全セミ

ナー」（県生活衛生課主催）の参加者の皆さんをお迎えし

て、ジュースから着色料を取りだす実験を体験していた

だきました。 

ジュースから予想していなかった色が出てくる様子に

子ども達の歓声が上がり、食品の安全・安心のために検

査を実施する行政の取組について楽しみながら知ってい

ただく機会となりました。 

 


